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はじめに

　かつて日本にはほぼ全都道府県に亘り、多くの葉たばこ産地が

形成されていた。古くは16世紀末から17世紀初頭にたばこが伝来

して以来、急速に全国に広まった在来種の産地。葉たばこは同じ

種子であっても、気候・土壌・耕作方法により微妙に変化するた

め、その地方ごとに数え切れないほどの品種が存在した。それに

伴い、自家用も含めれば無数の産地が形成されていたことになる。

葉煙草専売制が敷かれた明治31（1898）年時点でも全国に260

余の在来種があり、その数の多さは、貴重な換金作物として多く

の地域で葉たばこが生業として耕作され、産地が形成されてきた

ことの証左ともいえよう。その後、黄色種、バーレー種が導入さ

れ、耕作面積が最大となった昭和41（1966）年には、耕作農家数

309,262戸、耕作面積86,999haを数えるほどになった。

　そして平成。たばこ需要の減少等に伴い、その規模は5,958戸、

耕作面積8,641ha（平成26年作契約）にまで減少した。十年一昔

とすれば、現代である平成もふた昔半を経たことになる。TASC

では、これからも減少していくであろう葉たばこ産地の情景を写

真集として残すこととした。一見同じに見えるたばこ畑も、地域

によって、また年によってもその生育の姿が異なる。当然、そこ

に目を向ける農家の技術、葉たばこ作りへの思いも一年、一作ご

とに違っている。病害虫や災害と闘いながら形成されてきた産地、

葉たばこから他作物への転作を行った産地など葉たばこ産地の

近・現況を歴史の一ページとして記憶に留めたい。

　本研究は特別研究員千葉信一が担当した。使用した写真は主に

筆者が撮りためた約1万枚の写真から使用したが、新たに撮影した

写真、個人から提供を受けたものも含まれる。
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